
令和7年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】

【対象者】青少年教育施設職員、社会教育関係職員、子どもゆめ基金への申請を考えている青少年関係団体

【参加人数／募集人数】 8 ／ 30

①企画力向上研修

②子どもゆめ基金説明

２．プログラム内容

３．活動内容

子どもゆめ基金説明会 兼 青少年教育者のた
めのSTEPUPセミナー③～企画力UP編～

2025/10/25

１．趣旨
　子どもの体験活動を推進する方々や青少年関係団体等が活動を実践するうえで必要な企画

力について学び実践力を高める機会とする。また、基金の趣旨を理解し、申請の流れや申請

書の書き方などの実務について、知識を深める。

　マドラー株式会社代表取締役の成田智哉

氏を講師に招き、氏のこれまでの活動の経

験や現在取り組んでいる業務内容を交え

て、事業の企画を立てる際にポイントとな

る視点や考え方を紹介していただいた。

　国立青少年教育機構子どもゆめ基金部助

成課の職員を招き、制度の活用にあたって

必要な内容の説明をいただいた。また、個

別に詳細な内容を相談したい参加者への対

応も行った。
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【研修】

企画力向上研修
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４．アンケート結果

・参加者から、成田氏の話を聞いて今後の自分の活動に活かしていきたいという声が多く上がっ

た。

・「とても良い研修内容だったためもっと多くの人が研修を受けた方がいい」や「土曜日だと休み

を取りづらい人が多いのではないか」などの意見をいただいた。講師の都合を考慮し、土曜日開催

としたが参加者が思うように伸びなかった。次年度以降、開催時期と曜日の検討を行い、参加者を

増やしていきたい。
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質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。

５．参加者の声
・地域で地域の問題を解決していくための例を自ら作り上げていく過程を知ることができて面白かった。

・成田さんの講演、とても楽しかったです。全国生涯学習音楽指導員の目指すものと分野は違いますが方向性

が似ています。色々なジェネレーション、職種、関わり合って新しいものと、残していかなければいけない伝

統文化を融合させて継承していくことが今後の課題であると、痛感しております。何となく、やってくれそう

〜な期待感の持てる講演会でした。

・講演がとても良かったです。地方の活性化、大切ですね。大都市一極集中から地方都市への拡散は今後の日

本の生き抜く力となると思います。若者のリターン、素晴らしいですね。

・良かった。

・講師の成田さんの行動力の高さに驚いたし、理想を実現していくためのステップというのがわかってきたと

思う。

・想いを実現していくパワーを感じる事ができる内容で良かったです。

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

3 3 0


